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「３学期は締めくくりの学期です」
校長 岩下 博成

令和５年，２０２３年がスタートしました。昨日は，強烈な寒波
による影響で，子供たちの安全確保のため，急遽登校時刻を遅らせ
る対応をとらせていただきました。ご迷惑をおかけしました。ご協
力に感謝いたします。登校した子供たちは，寒い中，元気に走り回
り，雪だるまを作ったり，雪合戦をしたりしていました。見ている
私も３学期のパワーを充電させてもらいました。

今年の干支は卯です。うさぎ年は，芽を出した植物が成長し，茎
や葉が大きくなる時期で，目に見えて大きく成長する年だと言われています。また，ウサ
ギは跳びはねることから，「飛躍」や「向上」の象徴するものとして親しまれています。
本校の学校教育目標は「心豊かでたくましく 自ら学び 夢に向かって挑戦する日当山の
子どもを育てる」です。今年，子供たちが夢に向かって挑戦し，大きく飛躍する，向上す
る年になるようにと願っています。今年も保護者の皆様と力を合わせて取り組んでまいり
たいと思います。ご協力をよろしくお願いします。

さて，３学期も残り４０日余りとなりました。学年の締めくくりの学期です。始業式で，
代表の子供たちが３学期の目標や頑張ることを力強く発表してくれました。とても立派な
発表で，嬉しく思うことでした。代表の子供だけでなく，どの子も「○○を頑張る」とか，
「○〇ができるようになる」などそれぞれに目標を立てていることと思います。その目標
を達成するためには，継続して取り組むこと・努力することが大切です。子供たちのやる
気が持続し目標が達成できますよう，学校でもご家庭でも励ましの声かけができればと思
います。よろしくお願いします。

「20歳の祝典」
１月５日，隼人地区の「２０歳の祝典」に参加しました。「成人式

では？」と思ったのですが，成人年齢が１８歳に引き下げられたので，
「成人式」から「２０歳の祝典」に変わったとのことです。
２０歳の実行委員１１人が中心になって計画・運営を行っており，

祝典の中で，実行委員の代表が述べた「２０歳の誓い」は，次のよう
な内容でした。

○これまで支えてもらった人たちへの「感謝の気持ち」を忘れないようにしたい。
○これからも人と人との縁・つながりを大切にしていきたい。
○自分には夢がある。その夢を叶えるために，これからも努力していきたい。

２０歳を迎えた青年らしい堂々とした発表でした。その発表を聞きながら，本校の子供
たちも２０歳になったときに，自分の考えをしっかりともって行動できる人になってほし
いと思うことでした。



＜今後の行事予定＞※変更になる場合もあります。詳しくは，学級・学年便りで確認してください。
１月 １６ 木 教育相談

２７ 金 教育相談 PTA評議員会
２９ 日 地区対抗女子駅伝大会 ２０ 月 県下一周駅伝応援
３１ 火 日当山中学校新入学生オリエンテーション ２１ 火 学校評議員会③

２月 ２２ 水 授業参観・学級PTA（２・４・６年）
３ 金 日当山小学校新入学児保護者説明会 ２４ 金 授業参観・学級PTA（１・３・５年）
８ 水 学校保健委員会③ ２５ 土 PTA愛校作業
１０ 金 薬物乱用防止教室 ２８ 火 校区青少年健全育成連絡協議会
１４ 火 校外生活指導連絡会

令和４年度日当山小学校PTAスローガン 「NEW PTA ～みんなで楽しく創る 新たなカタチ～」

１２月２４日（土）に若あゆ会のみなさんが，正門前に立派な門松を作成してくださ
いました。大がかりな作業ありがとうございました。
雨の影響で２学期のうちに子供たちへの披露ができませんでしたが，３学期の始業

式に，子供たちは立派な門松を見ながら登校することができました。
いよいよ学年のまとめの学期である３学期がスタートです。これからも保護者の皆

様には，たくさんのご協力をいただくことになると思います。いい締めくくりができます
ように，どうぞよろしくお願いします。

【鹿児島学習定着度調査】
１月１７日（火），１８日（水）の２日間，５年生を対象に鹿児島学習定着度調査が行われました。
この調査は，子供たちに身に付けさせることが求められている基礎的・基本的な知識・技能や思考力，判

断力，表現力等に関する学力状況及び学習に関する意識や学び方などの学習状況を把握するため，県内全
ての小・中学校を対象に行われます。今後，正答，誤答傾向が発表されます。全職員で本校の子供たちの学
力の傾向を分析し，今後の学習に生かしていきます。
【英検サポートプログラム】
本年度より，市内全小学校６年生で実施となり，１月１７日（火）に実施しました。
日本英語検定協会の英検ESG（Elementary School Goal）を活用して，全国的な指標で子供たちの

英語学習の状況を把握することにより，子供たち自身に日頃の学習成果を実感させるとともに，職員が平素
の指導と評価の取組を振り返り，さらなる指導改善のヒントを得る機会とし，本市小学生の英語の学習意欲
を高めることを目的に行われます。これについても，今後結果が学校に届きます。これからの指導に生かして
いきます。

１月２３日（月）に姶良・伊佐地区茶業青年の部の方をお招きして，５年生を対象にお茶とのふれあい事業
を行いました。５年生は，家庭科の学習で簡単な調理実習を行います。その一環として，今回は，自分たちで
お茶を入れて試飲まで行いました。
姶良・伊佐地区茶業青年の部の方の実演を見てから，各自お茶を入れました。味が均等になるように気を

つけ，みんな上手にお茶を入れることができていました。
姶良・伊佐地区茶業青年の部の方々からいただいたお茶の葉と急須を各自持ち帰っています。ご家庭で

も，ちょっと余裕があるときに，子供たちと「茶いっぺ」いかがですか。


